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はじめに

Oracle Enterprise Managerには、Oracle Database Applianceを効果的かつ効率的に管理するための各種ツールが用意されています。Oracle Enterprise Managerでは、Oracle Database Applianceの統合ビューを使用でき、すべてのハードウェア・コンポーネントとその物理的な場所、およびステータスを示すダッシュボードが提供されます。

このドキュメントでは、Oracle Enterprise Managerを設定してOracle Database Applianceを監視および管理するためのインストール手順と管理手順について説明します。

内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このシステム監視インストール・ガイドは、Oracle Database Applianceで管理タスクおよび問題解決タスクを実行するユーザーを対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWeb サイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

特に関連性の高いドキュメントを次に示します。

	
『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』


	
『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Controlドキュメント12cリリース4








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 Oracle Database Applianceプラグインの概要

Oracle Database Applianceプラグインはモニタリング・ダッシュボードおよび効率的なターゲット検出を特徴としています。このプラグインは、すべてのOracle Database Applianceハードウェア・プラットフォームとOracle Appliance Managerソフトウェア・バージョン12.1.2.2.0以降をサポートします。詳細は、次のトピックを参照してください。

	
Oracle Database Applianceプラグインの機能


	
Oracle Database Applianceプラグインでサポートされるハードウェアおよびソフトウェア






1.1 Oracle Database Applianceプラグインの機能

Oracle Database Applianceプラグイン・リリース12.1.0.1.0には、次の機能が含まれます。

	
モニタリング機能


	
ターゲット検出機能






1.1.1 モニタリング機能

Oracle Database Applianceプラグインにより、Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cを使用してOracle Database Applianceターゲットを監視できます。このプラグインにより、サポートされるOracle Database Applianceソフトウェアとのシームレスな統合が実現するため、任意のOracle Database Applianceターゲットの情報を受信できます。次の機能があります。

	
Enterprise ManagerターゲットとしてのOracle Database Applianceのモニタリング


	
タグを使用したOracle Database Applianceシステムの動的グループのモニタリング


	
Oracle Database Applianceコンポーネント(DB、ILOM、HOST、仮想マシン、ハイパーバイザ、ASMおよびOracle Appliance Manager)は、ターゲットの下でグループ化して監視できます









1.1.2　ターゲット検出機能

Oracle Database Applianceプラグインにより、ターゲット検出プロセスを効率化および簡素化できます。次の機能があります。

	
資格証明を収集し、構成を検出して検証し、検出中にOracle Database Applianceシステムをグループ化できる機能を持つカスタム検出プロセス


	
検出の前提条件として、次の更新がチェックされます。

	
重要な構成要件のチェック


	
検出済のターゲットが再検出されないようにする





	
資格証明検証および名前付き資格証明のサポート


	
Oracle Database Applianceターゲットにカスタム名を適用する機能











1.2 Oracle Database Applianceプラグインでサポートされるハードウェアおよびソフトウェア

Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12cおよびOracle Database Applianceプラグインは、次のOracle Database Appliance構成でサポートされます。

	
バージョン1からX5-2までのすべてのOracle Database Applianceハードウェア構成


	
12.1.2.2.0以降のすべてのOracle Appliance Managerソフトウェア・バージョン


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c (12.1.0.4)以降















2 Oracle Database Applianceプラグインのインストールおよびデプロイメント

この章では、Oracle Database Applianceプラグインのデプロイの手順について説明します。次の内容について説明します。

	
Oracle Database Applianceプラグインのデプロイメントの前提条件


	
Enterprise Managerエージェントのインストール


	
Oracle Database Applianceプラグインのデプロイ






2.1 Oracle Database Applianceプラグインのデプロイメントの前提条件

Oracle Database Applianceプラグインをデプロイする前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

	
データベース・サーバーのILOMサービス・プロセッサ・ユーザーの作成


	
Oracle Database ApplianceサーバーでのモニタリングOSユーザーの作成


	
ソフトウェア・バージョンの確認


	
名前解決の確認


	
ファイアウォールの構成の確認






2.1.1 データベース・サーバーのILOMサービス・プロセッサ・ユーザーの作成

Enterprise ManagerエージェントがILOMサービス・プロセッサと通信するためには、ILOMサービス・プロセッサで特定のユーザーIDが設定されている必要があります。




	
注意:

特定のユーザーIDを追加するには、ILOMサービス・プロセッサに対する管理者レベルの権限が必要です。







特定のILOMユーザーIDを追加するには、ILOMサービス・プロセッサWebインタフェース、ILOM CLIまたはipmitoolコマンドを使用できます。この例では、ILOM CLIを使用します。

セキュリティ上の理由で、この例のILOM CLIコマンドではILOMサービス・プロセッサのルート・ユーザーIDは表示されません。

	
rootとしてサービス・プロセッサにログインします。


# ssh root@[Service Processor IP]
Password:


	
usersディレクトリに移動します。


-> cd /SP/users


	
oemuserユーザーおよびパスワードを作成します。


-> create oemuser

Creating user...
Enter new password: ********
Enter new password again: ********

Created /SP/users/oemuser


	
新しいユーザーのディレクトリに移動し、ロールを設定します。


-> cd oemuser
/SP/users/oemuser

-> set role='cro'
-> Set 'role' to 'cro'


	
最新のシステム・イベントを10件リストして、手順3で作成したILOMユーザーIDをテストします。


-> ipmitool -I lanplus -H <ilom_hostname> -U oemuser -P oempasswd -L USER sel list last 10


	
Oracle Database Applianceの残りのサーバー・ノードのILOMサービス・プロセッサに対して、手順1から5を繰り返します。









2.1.2 Oracle Database ApplianceサーバーでのモニタリングOSユーザーの作成

ルート・ユーザーは、Oracle Database Applianceエージェントでモニタリングを実行できます。ただし、セキュリティ上の理由によりルート・ユーザーにアクセスできない場合、かわりにモニタリングOSユーザーをモニタリング・ユーザーとして作成し、権限委譲を適切に設定します。

次に、Oracle Database Applianceのモニタリングのためにoak/welcome2ユーザーを作成する例を示します。

	
次のコマンドを実行します


#useradd oak
#passwd oak


	
ユーザーoakにSudo権限を付加します。

	
visudoコマンドを使用して、ホストで/etc/sudoersファイルを変更します。


	
次のコマンドを/etc/sudoersファイルに追加します。


Cmnd_Alias  PLUGIN_AGENT_SCRIPT=$PERL_HOME/bin/perl 
$AGENT_HOME/plugins/$PLUGIN_OPAR_VERSION /scripts/*.pl* , \ 
$AGENT_HOME/sbin/nmosudo DEFAULT_PLUGIN DEFAULT_FUNCTIONALITY 
DEFAULT_SUBACTION DEFAULT_ACTION perl -e exit 0
MONITOR_USER  ALL=(ALL)  PLUGIN_AGENT_SCRIPT


次の点に注意してください。

$AGENT_HOMEは、インストールされているエージェント・ホームへの絶対パスです。エージェント・ホーム・ディレクトリは、ホストへのエージェントのデプロイ中に作成されます。例: /u01/app/agent_home/

$PLUGIN_OPAR_VERSIONは、OMSとエージェントにデプロイされる完全なOracle Database ApplianceプラグインOPARファイルです。oracle.dba.odba.agent.plugin_12.1.0.1.0形式をとり、12.1.0.1.0はプラグインのバージョンで、将来大きくなる可能性があります。

$PERL_HOMEは、インストールされている実行可能なPerlへの絶対パスです。例: /u01/app/agent_home/core/12.1.0.4.0/perl/





	
ホスト・ターゲットに権限委譲を設定します。

	
Enterprise Managerにログインします。


	
「Setup」メニューで「Security」、「Privilege Delegation」の順に選択します。


	
Sudoタイプを選択します。


	
/usr/bin/sudo -u %RUNAS% %COMMAND%をSudoコマンド設定に適用します。












2.1.3 ソフトウェア・バージョンの確認


Oracle Database Applianceソフトウェア

サポートされるバージョンはOracle Appliance Manager 12.1.2.2.0です。Oracle Database Appliance上のソフトウェア・バージョンを確認するには、次のコマンドを実行します。


# oakcli show version





	
関連項目:

oakcli show versionコマンドの詳細は、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』を参照してください。








グリッド・インフラストラクチャ/DBクラスタ

検出の前に、グリッド・インフラストラクチャ/DBクラスタが稼働している必要があります。プラグインをデプロイする前に、Oracle Database Applianceデプロイメントが完了し、グリッド・インフラストラクチャ・クラスタが起動され実行中である必要があります。






2.1.4 名前解決の確認

各サーバー・ノードで、ILOMサーバーのホスト名を解決できることを確認する必要があります。これらのコンポーネントの名前がDNSに登録されていない場合、エントリは各計サーバー・ノードの/etc/hostsファイルに追加できます。






2.1.5 ファイアウォールの構成の確認

ファイアウォールの構成を確認するには、次の手順を実行します。

	
pingの許可

多くのセキュア・ネットワーク環境では、通常、pingサービスを無効にします。Enterprise Managerでは、pingを使用して、Oracle Database Applianceの基本的な機能とステータスを確立します。

	
サーバー・ノードでは、OMSサーバーからpingサービスとポートが有効になっている必要があります。


	
他のすべてのOracle Database Applianceコンポーネント(ILOMサーバーなど)では、pingサービスとポートが(エージェントが実行中の)サーバー・ノードから有効になっている必要があります。







	
注意:

pingトラフィックのオーバーヘッドは最小限です。エージェントは5分ごとにターゲットのpingを行います。








	
データベース・ポートのオープン

データベースのリスナー・ポートは、Enterprise ManagerのOMSサーバーに対してオープンする必要があります。Oracle Database ApplianceのデータベースはSCANリスナーを使用するため、ポートは基本のサーバー・ノード、サーバー・ノードの仮想IPおよびスキャン・リスナーのアドレスに対して、オープンする必要があります。


	
Enterprise Managerアップロード・ポートのオープン

Enterprise Manager Cloud Control 12cエージェントはEnterprise Managerサーバーのアップロード・サービスへのアクセス権が必要です。通常、HTTPアップロードにはポート4889、HTTPSアップロードにはポート4900で構成されています。割当て済のポートを確認するには、OMSサーバーのコマンドラインで、次のコマンドを実行します。


$ emctl status oms -details


これらのポートは各サーバー・ノードでオープンする必要があります。


	
エージェント・ポートのオープン

OMSサーバーは、各サーバー・ノードで、Enterprise Manager Cloud Control 12cエージェントのHTTPまたはHTTPSポートに接続できる必要があります。デフォルトのエージェント・ポートは3872です。ポート3872を使用できない場合、ポート1830から開始して、次に使用可能になるポートを使用します。

使用されているポートを識別するには、次の手順を実行します。

	
サーバー・ノードのコマンドラインで、次のコマンドを実行します。


$ emctl status agent


	
あるいは、次のディレクトリのemd.propertiesファイルでEMD_URLプロパティの値を確認することもできます。


<AGENT_HOME>/agent_inst/sysman/config





	
SSHポートのオープン

Enterprise Manager Cloud Control 12cエージェントには、監視するDatabase Applianceコンポーネントへのsshアクセス権が必要です。エージェントはサーバー・ノードで実行されるため、各ILOMのsshポート22を各サーバー・ノードに対してオープンする必要があります。




	
注意:

emkitではsshアクセス権が構成されていますが、最初にポートをオープンする必要があります。








	
UDPトラフィック(SNMPポート)の許可

すべてのOracle Database Applianceコンポーネントは、サーバー・ノードで実行中のエージェントにSNMPトラップを送信できる必要があります。SNMPではUDPプロトコルが使用されるので、エージェント・ポートおよびポート162をILOMとエージェント間のUDPトラフィックに対してオープンする必要があります。











2.2 Enterprise Managerエージェントのインストール

Enterprise Managerエージェントを、Oracle Database Appliance VMデプロイメントの場合はODA_BASEに、およびOracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントの場合はLinuxホストにデプロイします。




	
注意:

Enterprise Managerターゲットの検出では、サーバー・ノードに対して管理ネットワーク・ホスト名またはクライアント・ネットワーク・ホスト名のいずれかが使用できます。サーバー・ノードにEnterprise Managerエージェントをインストールする際には、Oracle Clusterwareで使用しているのと同じホスト名を使用する必要があります。
クラスタ内のノードのホスト名を識別するには、いずれかのサーバー・ノードでolsnodesコマンドを実行します。Enterprise Managerエージェントのホスト名を指定する際には、ドメイン名が含まれている完全修飾ホスト名を使用することをお薦めします。












	
注意:

	
Enterprise Managerエージェントは、Oracle Database Applianceのすべてのサーバー・ノードにデプロイする必要があります。サーバー・ノードのホスト・ターゲット名は、完全修飾ホスト名(dbm1db01.mydomain.comなど)にする必要があります。


	
サーバー・ノードのホスト・ターゲット名に、完全修飾ホスト名でない名前(dbm1db01など)やIPアドレスは使用しないでください。


	
同じバージョンのEnterprise Managerエージェントおよび同じバージョンのプラグインを、同じOracle Database Appliance内のすべてのサーバー・ノードにデプロイする必要があります。















	
関連項目:

管理エージェントのインストールについては、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control基本インストレーション・ガイド』を参照してください









2.2.1 pushメソッドを使用したEnterprise Managerエージェントのインストール

pushメソッドを使用してEnterprise Managerエージェントをインストールする手順:

	
Oracle Database Applianceサーバー・ノードをホスト・ターゲットとしてOracle Enterprise Manager Cloud Control 12cに追加します。Enterprise Managerホームページで、「設定」メニュー(右上隅)から「ターゲットの追加」→「ターゲットの手動追加」をクリックします。


	
「ホスト・ターゲットの追加: ホストとプラットフォーム」画面で、セッション名を指定します。完全修飾ホスト名を指定し、プラットフォームを選択します。




	
注意:

使用しているプラットフォームでエージェント・ソフトウェアを使用できない場合、「拡張性」ページに移動して最初にダウンロードします。








	
「次へ」をクリックして、ホストの詳細を追加します。


	
「インストールの詳細」画面で、次の情報を入力します。

	
「インストールのベース・ディレクトリ」


	
「インスタンス・ディレクトリ」


	
「名前付き資格証明」


	
「ポート」フィールドは空白のままにしておきます。使用可能なポートは、インストール・プロセスの一部として自動的に選択されます。





	
「次へ」をクリックして、ホストの詳細を確認します。


	
「エージェントのデプロイ」をクリックして、エージェント・デプロイメント・プロセスを開始します。


	
デプロイメント・プロセスの進行中に、リモート前提条件チェックが自動的に行われます。問題がなければ、「エージェント・デプロイメント・サマリー」にエージェント・デプロイメントが成功したことが示されます。







	
重要:

デプロイメント中にroot.shが実行されなかった場合は、必ずすべてのサーバー・ノードでroot.shを実行してください。








2.2.1.1 サイレント・モード・オプションでのOracle Management Agentのインストール

ホスト・ターゲットの追加ウィザードを使用してインストールする場合の代替方法として、サイレント・モードのOracle Management Agentをインストールできます。サイレント・モードでは、インストールの詳細情報およびデプロイメント・スクリプトを提供するために、レスポンス・ファイルを使用する必要があります。このレスポンス・ファイルで提供されている情報を使用して、管理エージェントのサイレント・インストールを実行します。

詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Controlアドバンスト・インストレーションおよび構成ガイド』の「サイレント・モードでのOracle Management Agentのインストール」の章を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/install.121/e24089/install_agent_usng_rsp.htm#CEGGACJE










2.3 Oracle Database Applianceプラグインのデプロイ

Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database Applianceは、12.1.0.VERSION.0_oracle.dba.odba_2000_0.oparという名前のプラグイン・アーカイブ・ファイル(*.opar)として提供されます。

使用する予定の既存のOracle Enterprise Managerインストールが存在し、Oracle Enterprise Managerエージェントがインストールされていると仮定すると、Oracle Database Applianceプラグインのデプロイメントは次の手順で構成されます。

	
Oracle Database Applianceプラグイン・アーカイブ・ファイルのローカルでのインストール(手順)またはOracle Database Applianceプラグイン・アーカイブ・ファイルのリモートでのインポート(手順)


	
Enterprise Manager Cloud Control (OMSサーバー)へのOracle Database Applianceプラグインのデプロイ(手順)


	
両方のOracle Database Applianceサーバー・ノード(ホスト)上での管理エージェントへのOracle Database Applianceプラグインのデプロイ(手順)






2.3.1 Oracle Database Applianceプラグイン・アーカイブ・ファイルのローカルでのインストール

Oracle Database Applianceプラグイン・アーカイブ・ファイルをローカルでインポートするには、次の手順に従います。

	
Oracle Database ApplianceプラグインOPARファイルをOMSホスト・システムにコピーします。


	
OMSホスト・マシンでターミナル(PuTTYなど)を開いて、oracleユーザーとして接続します。


	
OPARファイルをホストにコピーします。


	
emcliを使用してOMSにログオンします。


$ /u01/OracleHomes/Middleware/oms/bin/emcli login -username=user_name -password=password


	
emcliを使用してOPARファイルをOMSにインポートします。

インポートすると、作成しパッケージ化したプラグインの内容がEnterprise Manager Cloud Controlで使用できるようになります。


$ /u01/OracleHomes/Middleware/oms/bin/emcli import_update -file=OPAR_FILE_LOCATION -omslocal


次に例を示します。


/u01/OracleHomes/Middleware/oms/bin/emcli import_update -file=/tmp/12.1.0.VERISON.0_oracle.dba.odba_2000_0.opar -omslocal





	
注意:

プラグイン・アーカイブはこのコマンドを実行しているシステムと同じシステム上にあるため(上述の手順3でコピーした)、-omslocalフラグを追加します。システム上に存在する絶対パス名を指定します。















2.3.2 Oracle Database Applianceプラグイン・アーカイブ・ファイルのリモートでのインストール

プラグイン・アーカイブ(*.oparファイル)を作成したシステムと異なるシステム上でEMCLIを実行している場合は、次のコマンドを実行します。


emcli import_update
    -file="path to the .opar file"
    -host="host name of plug-in host"
    -credential_name="credential for plug-in host"
    -credential_owner="credential owner on the plug-in host"


ここで:

-fileは、アーカイブを作成したシステム上の*.oparファイルへの絶対パスです。

-hostは、ファイルが使用可能なホスト・ターゲットのホスト名です。

-credential_nameは、接続先のリモート・システムにある資格証明の名前です。

-credential_ownerは、接続先のホスト・システムにある資格証明の所有者です。

次に例を示します。


emcli import_update
    -file=/tmp/sample_plugin.opar
    -host="host1.acme.com" 
    -credential_name="myOracleCred"
    -credential_owner="myPassword"






2.3.3 Enterprise Manager Cloud Control (OMSサーバー)へのOracle Database Applianceプラグインのデプロイ

Oracle Database Applianceプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
Webブラウザを開いて、Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「Setup」メニューを開き、「Extensibility」、「Plug-ins」の順に選択します。


	
「Engineered System」でORACLE DATABASE APPLIANCEを選択します。


	
「Deploy on」をクリックして指示に従います。

この手順には、OMSの停止と再起動を含め、3から5分ほどの時間がかかります。デプロイメント中、/u01/OracleHomes/Middleware/oms/bin/emctl status oms -detailsを使用してOMSステータスを確認します。


	
OMSがバックアップされるまで待ちます。









2.3.4 両方のOracle Database Applianceサーバー・ノード(ホスト)上での管理エージェントへのOracle Database Applianceプラグインのデプロイ

両方のOracle Database Applianceサーバー・ノード上で管理エージェントにOracle Database Applianceプラグインをデプロイするには、次の手順を実行します。

	
Webブラウザを開いて、Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「Setup」メニューを開き、「Extensibility」、「Plug-ins」の順に選択します。


	
「Engineered System」でORACLE DATABASE APPLIANCEを選択します。


	
「Deploy on」をクリックして「Management Agents」を選択します。

この手順には、同時にデプロイされるエージェントの数に応じて、2分ほどの時間がかかります。この手順ではOMSは再起動されません。デプロイメント・プロセスが終了するまで待ちます。

















3 Oracle Database Applianceの検出

この章では、Enterprise Manager Cloud Control 12cを介してOracle Database Applianceを検出する手順について説明します。

次の項では、Oracle Database Applianceおよびサポートされているその他のターゲットを検出する方法について説明します。

	
Oracle Database Applianceの検出の要件


	
Oracle Database Applianceの検出プロセス


	
仮想プラットフォームの検出


	
グリッド・インフラストラクチャおよびOracle RACの検出


	
Oracle Database Applianceターゲットの削除







	
関連項目:

ターゲットの検出および昇格の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください









3.1 Oracle Database Applianceの検出の要件

検出プロセスを開始する前に、スムーズに検出できるように次の項目を確認します。

	
Oracle Database Applianceにエージェントがインストールされていること。

	
ベア・メタル・デプロイメントでは、各ノードにエージェントがデプロイされている必要があります。


	
仮想化プラットフォーム・デプロイメントでは、ODA_BASEの各ノードにエージェントがデプロイされている必要があります。





	
エージェントにOracle Database Applianceプラグインがデプロイされていること。


	
仮想化プラットフォームを使用している場合、Oracle Virtualized Infrastructureプラグインをデプロイし、実行中の仮想マシンを監視してハイパーバーザの統計を表示できます。


	
各Oracle Database Applianceのサーバー・ノードのホスト名は、エンタープライズ内で一意の名前を持つ必要があります。







	
関連項目:

ハイパーバイザおよびdom0のモニタリングの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください












3.2 Oracle Database Applianceの検出プロセス

Oracle Database Applianceターゲットを検出するには、次の手順に従います。

	
Enterprise Managerホームページで「Setup」メニュー(右上隅)を選択し、「Add Target」、「Add Targets Manually」の順に選択します。


	
「Add Targets Using Guided Process」オプションを選択します。「Target Types」ドロップダウンから「Oracle Database Appliance」を選択します。「ガイド付きプロセスを使用した追加」をクリックします。

Oracle Database Appliance Discoveryページが表示されます。


	
「Discover Now」をクリックします。


	
Agent URLページで次の情報を入力して、「Next」をクリックします。

	
Agent URL: 「Browse」アイコンをクリックして、選択対象のOracle Database Applianceエージェントのリストを開きます。いずれかを選択して、「Select」をクリックします。


	
Credential: 「New」を選択し、Oracle Database Applianceの検出のルート資格証明を構成します。「Save As」ボックスを選択して、今後の使用のためにこの資格証明に名前をつけます。




Discovered Targetsページが開き、システムの詳細が表示されます


	
Discovered Targetsページでオプションでフィールドを編集し、「Next」をクリックします。


	
Credentialsページで、構成したまたは手順4で使用した資格証明を使用します。各ノードでパスワードが異なる場合、「Same as the first one」チェック・ボックスを選択解除して「Next」をクリックします。


	
オプションで、Tag Cloudページで既存のタグを選択するか新たに作成して、検出されたシステムに関連付けることができます。Oracle Database Applianceホームページでもタグを構成できます。

ページ下部の使用可能なタグのリストの下に「Add Tag」ボタンがあります。タグの作成手順については、「Oracle Database Applianceグループの作成」を参照してください。


	
Reviewページで、各セクションが正しいことを確認します。「Back」をクリックして前にページに戻ります。


	
Reviewページの情報が正しい場合は、「Submit」をクリックします。


	
Target Creation Summaryページで「OK」をクリックします。









3.3 仮想プラットフォームの検出

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームがデプロイされている場合は、次の手順に従ってハイパービジョンおよび仮想サーバーを検出します。

	
Enterprise Managerの「Setup」メニューで、「Add Target」、「Add Targets Manually」の順に選択します。


	
Add Targets Manuallyページで、「Add Targets Using Guided Process」を選択して「Oracle Virtual Platform」ターゲット・タイプを選択します。

[image: virtual_platform_a.gifの説明が続きます]



	
「ガイド付きプロセスを使用した追加」をクリックします。


	
Discover Oracle Virtual Platformsページで、「Monitoring Agent」フィールドの横の検索アイコン(拡大鏡)をクリックします。


	
「Search and Select: Agent Targets」ダイアログで、ノード0のODA_BASEドメインにデプロイされたエージェントで「Select」をクリックします。

フェイルオーバー・モニタリング・エージェントをノード1のODA_BASEエージェントとして選択できます。


	
Oracle Database ApplianceサーバーのDOM0のホスト資格証明を入力し、ページの「Hostname and IP Address」セクションで「Add」ボタンをクリックします(下図を参照)。

[image: virtual_platform_b.gifの説明が続きます]



	
「Discover Virtual Servers」ダイアログにDom0ノードの名前を入力して、「Add」をクリックします。


	
ページの右上の「Submit」をクリックします。

[image: virtual_platform_c.gifの説明が続きます]



ジョブが完了すると、数分後にOracle Database Applianceターゲットの下にターゲットが表示されます。







	
関連項目:

Oracle Virtual Infrastructureプラグインの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud管理ガイド』を参照してください












3.4 グリッド・インフラストラクチャおよびOracle RACの検出

次の項では、グリッド・インフラストラクチャおよびOracle Real Application Clustersターゲットの検出の手順について説明します。

	
グリッド・インフラストラクチャ(クラスタ)ターゲットの検出


	
Oracle Real Application Clustersターゲットの検出







	
関連項目:

ターゲットの検出および昇格の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください









3.4.1 グリッド・インフラストラクチャ(クラスタ)ターゲットの検出

グリッド・インフラストラクチャ・ターゲットを検出する手順:

	
「Setup」メニューから、「Add Target」、「Add Targets Manually」の順にクリックします。


	
Add Targets Manuallyページで、「Add Targets Using Guided Process」、「Target Type as Oracle Cluster and High Availability Service」の順に選択します。


	
「Add Using Guided Process」をクリックして、ウィザードの手順に従います。


	
Add Cluster Target: Specify Hostページで、最初のデータベース・ノードを選択して「Discover Target」をクリックします。


	
クラスタ・ホームの詳細が表示されます。「Cluster Host and High Availability Services Targets」セクションにすべてのデータベース・ノードが表示されていることを確認します。


	
「Save」をクリックします。







	
関連項目:

データベース・ターゲットの検出の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください












3.4.2 Oracle Real Application Clustersターゲットの検出

Oracle RACターゲットを検出する手順:

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「ターゲットの手動追加」の順にクリックします。


	
Add Targets Manuallyページで、「Add Targets Using Guided Process」、「Target Type as Oracle Database, Listener and Automatic Storage Management」の順に選択します。


	
「Add Using Guided Process」をクリックして、ウィザードの手順に従います。


	
ウィザードのページで、クラスタ・データベース(dbsnmpパスワードは必須)およびクラスタASM(asmsnmpパスワードは必須)を構成します。







	
関連項目:

ターゲットの検出および昇格の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』を参照してください














3.5 Oracle Database Applianceターゲットの削除

Oracle Database Applianceターゲットを削除する必要がある場合、次のタスクをEnterprise Manager Cloud Control 12c内で実行できます。

	
Enterprise Managerの「Target」メニューを開いて「All Targets」を選択します。


	
All Targetsページのナビゲーション・ツリーで、「Engineered Systems」カテゴリを探して展開します。


	
「Oracle Database Appliance System」を選択します。


	
ターゲット名を右クリックしてコンテスト・メニューを開きます。

[image: target_remove.gifの説明が続きます]



	
「ターゲット設定」→「ターゲットの削除」を選択します。


	
ターゲットの削除を確認する警告ページが表示されます。「はい」をクリックして続行します。















4 検出後の構成

Oracle Enterprise Manager Plug-in for Oracle Database ApplianceがデプロイされOracle Database Applianceターゲットが検出されたら、Oracle Database Applianceシステム・ターゲットの監視および管理を開始できます。オプションで、アラートやインシデントの通知を設定し、システム・メンテナンス・アクティビティ中のブラックアウト期間を作成できます。

	
メトリックしきい値の変更


	
通知の構成


	
ブラックアウトの作成






4.1 メトリックしきい値の変更

SLAを満たすために要件に基づいて、Oracle Database Applianceシステムの様々なメトリックのデフォルトしきい値を変更できます。複数のOracle Database Applianceシステムに適用する、標準しきい値のセットを作成することもできます。本番、テスト、開発など様々なタイプのシステム用に様々なしきい値制限を指定することもできます。


表4-1 ホストのデフォルトしきい値

	メトリック	警告のしきい値	クリティカルのしきい値
	
ディスク・デバイス・ビジー(%)

	
80

	
95


	
使用可能なファイルシステム領域(%)

	
20

	
5


	
CPU使用率(%)

	
80

	
95


	
メモリー使用率(%)

	
80

	
95


	
スワップ使用率(%)

	
80

	
95








しきい値を表示および変更するには、Oracle Database Applianceホストのドロップダウン・メニューから「Monitoring」および「Metric and Collection Settings」を選択します(図4-1を参照)。


図4-1 メトリックおよび収集の設定の表示および変更

[image: 図4-1の説明が続きます]







4.2 通知の構成

他のターゲットと同様、Oracle Database Applianceでインシデントが発生したときにOracle Enterprise Manager Cloud Controlから電子メール通知を受信するように設定できます。たとえば、Oracle Database Applianceホストで特定のイベントまたはインシデントが発生したときに、管理者の電子メールに通知を送信するように構成できます。

通知を設定するには、Enterprise Managerの「Setup」メニューに移動して「Notifications」および「Notification Methods」を選択します(図4-2を参照)。


図4-2 通知メソッドの設定

[image: 図4-2の説明が続きます]





通知メソッドを使用すると、通知を送信するための様々なメカニズムをグローバルに定義できます。これには、電子メール、SNMPトラップ、PL/SQLプロシージャおよびカスタマイズ・スクリプトの実行が含まれます。定義すると、イベント、インシデントまたは問題に関する通知を管理者に送信するために、インシデント・ルールで通知メソッドが使用されます。




	
関連項目:

通知の設定の詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド12c』を参照してください。












4.3 ブラックアウトの作成

ブラックアウトは、メンテナンス操作を実行するために1つのターゲットまたはターゲットのグループで監視を一時停止するための手段です。たとえば、Oracle Database Applianceのパッチ適用イベント中、ターゲットOracle Database Applianceシステムにブラックアウトを設定して、監視および通知を一時停止することを決定できます。Oracle Database Applianceで実行中のいくつかのデータベースのうち1つのみをメンテナンスのために停止する場合、データベース・レベルなどのファイングレイン・レベルでブラックアウトを作成することもできます。




	
注意:

ターゲットをブラックアウトするには、ターゲットでブラックアウト・ターゲット権限を持っている必要があります。







Oracle Database Applianceシステムにブラックアウトを作成するには、Oracle Database Applianceシステムを選択して、図4-3に示すようにOracle Database Appliance Systemのドロップダウン・メニューをクリックします。「Control」をクリックして「Create Blackout」を選択します。Create Blackoutページが表示されます。




	
注意:

Oracle Database Applianceターゲットがブラックアウト状態の場合、そのすべてのメンバーおよびホスト・ターゲットがブラックアウト状態になります。








図4-3 Oracle Database Applianceのブラックアウトの作成

[image: 図4-3の説明が続きます]





複数のOracle Database Applianceシステムにブラックアウトを作成するには、「Enterprise」メニューから「Monitoring」、「Blackouts」の順に選択します。




	
関連項目:

ブラックアウトの詳細は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド12c』を参照してください


















5 Oracle Database Applianceのモニタリング

Oracle Enterprise ManagerによるDatabase Appliance管理は、すべてのハードウェア・コンポーネントとソフトウェア・コンポーネントを1つのエンティティに統合することにより、監視を簡略化します。Oracle Database Applianceホームページから、システム内の重大な問題をすべて表示し、パフォーマンスを監視して、個別のターゲットにドリルダウンできます。

	
すべてのOracle Database Applianceターゲットのモニタリング


	
Oracle Database Applianceターゲットのグループのモニタリング


	
個々のOracle Database Applianceターゲットのモニタリング


	
Oracle Database Applianceのトポロジの表示






5.1 すべてのOracle Database Applianceターゲットのモニタリング

デフォルトでは、Oracle Database Applianceホームページを開くと、Oracle Enterprise Managerによって管理されているすべてのOracle Database Applianceシステムから集計されたデータが表示されます。

すべてのシステムのデータを表示するには:

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのターゲットを示すOracle Database Appliancesページが表示されます。


	
Oracle Database Applianceホームページのタブを使用して、集計されたトポロジを監視します。





5.1.1 すべてのOracle Database Applianceターゲット(またはOracle Database Applianceターゲットのグループ)の使用可能データ

トポロジ内のすべてのOracle Database Applianceシステムを監視する場合でも、一部(グループ)を監視する場合でも、データはOracle Database Applianceホームページのタブに整理されグループ化されます(図5-1を参照)。


図5-1 Oracle Database Applianceホームページ

[image: 図5-1の説明が続きます]






5.1.1.1 Oracle Database Applianceの「Availability」タブ

「Availability」タブには、Oracle Database Applianceの状態を示すいくつかのグラフが表示されます。


システム・ステータス

システム・ステータスの円グラフは、選択したグループ内のOracle Database Applianceシステムが現在オンラインかオフラインかを示します。

円グラフのセクションをクリックすると、グラフによって表されたシステムの可用性に関する詳細情報が表示されます。詳細は、ページの下部の表に表示されます。


仮想マシンのステータス

仮想マシンのステータス・グラフには、選択したグループ内のすべての仮想マシンのステータス(オンライン、オフライン、欠落)が表示されます。Oracle Database Applianceが仮想化プラットフォームとともにデプロイされていない場合、このグラフは表示されません。

グラフの要素をクリックすると、仮想マシン・コンポーネントに関する詳細なステータス情報が表示されます。詳細は、ページの下部の表に表示されます。


システム・コンポーネント

システム・コンポーネント・グラフには、選択したグループのアプライアンス・マネージャ、Oracle ASM、Oracle Database、ホストおよびILOMなどのコンポーネントのステータス(オンライン、オフライン、欠落)が表示されます。

グラフの棒をクリックすると、棒によって表されたコンポーネントに関する詳細情報が表示されます。詳細は、ページの下部の表に表示されます。


物理ディスクのステータス

物理ディスクのステータス・グラフには、選択したグループ内のすべてのディスクのステータスが表示されます。

円グラフのセクションをクリックすると、グラフによって表された物理ディスクの可用性に関する詳細情報が表示されます。詳細は、ページの下部の表に表示されます。


使用可能な表

ページ下部の表は、ページの他のセクションでクリックする要素によって変化します

グループ内の各システムのシステム・ステータスを表示するには、「System Status」セクションの円グラフをクリックします。表には、選択したグループ内のすべてのOracle Database Applianceシステムとそのステータスが表示されます。各Oracle Database Applianceシステム名はURLリンクで、クリックすると、選択したシステムのOracle Database Applianceシステムのホームページが開きます。

Oracle Database Applianceシステムのホームページには、1つのOracle Database Applianceシステムの詳細情報が含まれます。詳細は、「個々のOracle Database Applianceターゲットのモニタリング」を参照してください。





5.1.1.2 Oracle Database Applianceの「Capacity」タブ

「Capacity」タブには、管理対象Oracle Database Applianceシステムによって利用されている領域、メモリーおよびCPU容量が表示されます。


ローカル・ファイルシステムの領域使用率

各Oracle Database Applianceサーバー・ノードには、600GBのローカル記憶域が含まれます。ローカル・ファイルシステムの領域使用率グラフには、マウント・ポイントとその領域使用率が表示されます。棒の上にマウスを置くと、マウント・ポイントの詳細が表示されます。グラフの棒をクリックすると、「Capacity」タブの下部に、表内のその使用率範囲にあるすべてのシステムが表示されます。


CPU負荷

システムは、CPU使用率のパーセントの範囲内でグループ化されます。グラフの棒をクリックすると、「Capacity」タブの下部に、表内のそのCPU負荷範囲にあるすべてのシステムが表示されます。


メモリー使用率

メモリー使用率グラフには、グループ内のOracle Database Appliance全体のメモリー使用率が表示されます。棒は、メモリー使用率のパーセントを表します。棒の上にマウスを置くと、その使用率範囲のノード数の合計が表示されます。グラフの棒をクリックすると、「Capacity」タブの下部に、表内のその使用率範囲にあるすべてのシステムが表示されます。


共有ファイルシステムの領域使用率

Oracle Database ApplianceはACFSファイルシステムを使用して、データベース・ファイルおよび非データベース・ファイル、ゲストVMテンプレート、仮想ディスクを格納します。グラフには、共有ファイルシステムの領域使用率のグループ、およびその使用率グループに含まれるマウント・ポイント数が表示されます。棒の上にマウスを置くと、使用率グループおよびマウント・ポイント数が表示されます。グラフの棒をクリックすると、「Capacity」タブの下部に、表内のその使用率範囲にあるすべてのシステムが表示されます。


ディスク・グループの領域使用率

ディスク・グループ(RECO、REDO、DATAおよびFLASHなど)は、領域使用率のパーセントの範囲内でグループ化されます。グラフの棒をクリックすると、「Capacity」タブの下部に、表内のその使用率範囲にあるすべてのシステムが表示されます。





5.1.1.3 Oracle Database Applianceの「Configuration」タブ

「Configuration」タブには、管理対象Oracle Database Applianceシステムでのハードウェアおよびソフトウェア構成が表示されます。


構成されたコア

この円グラフには、同じような数のコアが構成されたシステムの数を表すセグメントが表示されます。セグメントをクリックすると、タブ下部の表に、その数の構成されたコアを持つ各システムの名前が表示されます。


ハードウェア・タイプ

この円グラフには、同じようなハードウェア・プラットフォーム(X5-2、X4-2、X3-2、V1など)を持つシステムの数を表すセグメントが表示されます。セグメントをクリックすると、タブ下部の表に、そのハードウェア・プラットフォームを持つシステムの名前が表示されます。


構成タイプ

この円グラフには、同じような構成タイプ(VM-ODA_BASEなど)のシステムの数を表すセグメントが表示されます。セグメントをクリックすると、タブ下部の表に、その構成タイプのシステムの名前が表示されます。


バージョン

この円グラフには、同じソフトウェア・バージョン(12.1.2.2.0など)のシステムの数を表すセグメントが表示されます。セグメントをクリックすると、タブ下部の表に、そのソフトウェア・バージョンのシステムの名前が表示されます。


容量表

ページ下部の表は、ページの他のセクションで選択する要素によって変化します。





5.1.1.4 Oracle Database Applianceの「Incidents」タブ

「Incidents」タブには、Oracle Enterprise Managerによって管理されている全部または一部(グループ)のOracle Database Applianceシステムに関連するすべてのインシデントが表示されます。「Summary」リンクをクリックして、選択したインシデントの詳細を示すページを開くことができます。

「View」メニューのオプションを使用して、列および表の順序を調整できます。

「Category」ドロップダウン・リストを使用して、カテゴリでインシデントをフィルタリングできます。





5.1.1.5 Oracle Database Applianceの「Topology」タブ

Oracle Database Applianceホームページの「Topology」タブを使用して、すべてのシステムまたはシステムのグループのトポロジを表示できます。詳細は、「Oracle Database Applianceトポロジの表示」を参照してください。










5.2 Oracle Database Applianceターゲットのグループのモニタリング

Oracle Database Applianceシステムは、タグを使用してグループ化されます。ターゲットのグループを監視する場合、Oracle Database Applianceホームページには、タグで定義されたターゲットのグループに使用できるデータの集計のみが表示されます。Oracle Database Applianceターゲットは複数のグループに属することができます。

Oracle Database Applianceシステムのグループを監視するには、ページ左側のツリーでタグをクリックします。

[グループのデータを示すディスプレイの図]



5.2.1 Oracle Database Applianceグループの作成

Oracle Database Applianceターゲットのグループを作成するには、タグを作成し、そのタグにターゲットを追加します。

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのシステム・グループをナビゲーション・ツリーで示すOracle Database Appliancesページが表示されます。


	
ナビゲーション・ツリーの上にある緑のプラス記号アイコン(タグの追加)をクリックします(下図を参照)。

[image: group_tag_add.gifの説明が続きます]



アイコンをクリックすると、「Add Tag」ダイアログが開きます。


	
タグの表示名を入力し、オプションで説明を入力して「OK」をクリックします。

[image: group_tag_add_dialog.gifの説明が続きます]



	
ナビゲーション・ツリーでタグを選択し、レンチ・アイコン(システムの変更)をクリックします。

[image: group_tag_modify.gifの説明が続きます]



ナビゲーション・ツリーでタグを選択すると、「Topology」タブに「MyTag」と表示されます。これは、この例に作成されたタグで、分岐するシステムはありません。

「Modify Systems」ダイアログが開きます。


	
「Modify Systems」ダイアログでシステムを左の列から右の列に移動することでグループに追加するシステムを選択し、「OK」をクリックします。

[image: group_tag_mod_dia.gifの説明が続きます]



ナビゲーション・ツリーでタグを展開した場合、選択したシステムがその下に表示され、トポロジ図をリフレッシュすると、追加されたシステムが表示されます。

[image: group_tag_system.gifの説明が続きます]









5.2.2 Oracle Database Applianceグループの変更

いつでも、ターゲットをグループに追加またはグループから削除できます。

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのシステム・グループをナビゲーション・ツリーで示すOracle Database Appliancesホームページが表示されます。


	
ナビゲーション・ツリーでタグを選択し、レンチ・アイコン(システムの変更)をクリックします。

[image: modify_tag.gifの説明が続きます]



「Modify Systems」ダイアログが開きます。


	
「Modify Systems」ダイアログでシステムを左または右に移動することで、グループに追加またはグループから削除するシステムを選択し、「OK」をクリックします。

[image: group_tag_mod_dia.gifの説明が続きます]









5.2.3 Oracle Database Applianceグループの削除

タグを削除することで、ターゲットのグループを削除できます。

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのシステム・グループをナビゲーション・ツリーで示すOracle Database Appliancesページが表示されます。


	
削除するグループを選択し、ナビゲーション・ツリーの上にある赤いXアイコン(タグの削除)をクリックします。

「All ODA」タグは検出されたすべてのOracle Database Applianceのデフォルト・タグであるため、削除できません。

[image: group_delete.gifの説明が続きます]



	
「Remove Tag」ダイアログで、削除するグループの横のチェック・ボックスを選択して「OK」をクリックします。

[image: group_delete_dia.gifの説明が続きます]



ナビゲーション・ツリーからタグを削除しても、Oracle Database ApplianceターゲットはEnterprise Managerから削除されません。ターゲットの削除については、「Oracle Database Applianceターゲットの削除」を参照してください。











5.3 個々のOracle Database Applianceターゲットのモニタリング

URLリンクはOracle Database Applianceシステムの名前を表示するために使用され、リンクをクリックすると個々のシステムを監視するページが開きます。

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのターゲットを示すOracle Database Appliancesページが表示されます。


	
ページ左側のナビゲーション・ツリーで、「All ODA」を選択します。

展開された「All ODA」グループの下にシステムが表示されます。


	
監視するシステムに対応するリンクを選択します。

次に示すように、ターゲットのページが開きます。

[image: target_home.gifの説明が続きます]






5.3.1 個々のOracle Database Applianceターゲットの使用可能データ

Oracle Database Applianceのすべてのコンポーネントを監視できます。Oracle Database Applianceは、ハードウェアとソフトウェアのどちらであるかとは関係なくすべてのサブコンポーネント・ターゲットを監視します。これには、ホスト、データベース、仮想化、ASMなどが含まれます。

個々のOracle Database Applianceの左側で、アプライアンス・マネージャ、ASM、ホスト、ハイパーバイザ、ILOM、Oracle Databaseおよび仮想化コンポーネントなどの特定コンポーネントの詳細に移動できます。


5.3.1.1 Oracle Database Applianceシステムの「General」タブ

「General」タブには、いくつかのセクションが含まれます。


可用性

「Availability」セクションには、Oracle Database Appliance内のすべてのコンポーネントの名前、タイプ、ステータスおよび過去24時間の可用性が表示されます。「Name」列のリンクにより、ページが選択したコンポーネントのホームページにリダイレクトされます。


構成

「Configuration」セクションには、Oracle Database Applianceに構成されているプラットフォーム、ハードウェア・タイプ、ソフトウェア・バージョンおよびタグが表示されます。

各タグはクリック可能で、クリックすると、選択したタグで構成されたシステムのグループに関係するデータを示すOracle Database Applianceホームページにページがリダイレクトされます。


CPU

過去24時間のホストのCPU使用率を示すCPUグラフ。


ハードウェア

「Hardware」表には、各OAKターゲットの電源、筐体、冷却およびメモリーのステータスが表示されます。ステータスには、オンライン、オフライン、保留中、不明などがあります。

マウスをステータス・アイコンに移動すると、各カテゴリの詳細ステータスのポップアップが表示されます。「Oak Name」リンクにより、ページがOakHomeページにリダイレクトされます。


システム・ステータス

「System Status」は、Oracle Database Applianceの背面パネルの図です。緑のライトは、ノードがオンラインであることを示し、赤いライトはシステムがオフラインかステータスが不明であることを示します。各ディスクの上にマウスを置くと、各ディスクのステータスを示すポップアップが表示されます。


メモリー

メモリー・グラフは、過去24時間のホストのメモリー使用率を示します。


インシデント

「Incidents」表には、選択したOracle Database Applianceのインシデントが表示されます。「Summary」リンクをクリックして、選択したインシデントの詳細を示すページを開くことができます。

「View」メニューのオプションを使用して、列および表の順序を調整できます。

「Category」ドロップダウン・リストを使用して、カテゴリでインシデントをフィルタリングできます。





5.3.1.2 Oracle Database Applianceターゲットの「Virtual Machine」タブ

「Virtual Machine」タブには、仮想マシン、リポジトリ、ネットワーク、Vdisk、VMテンプレート、CPUツールの6つのカテゴリの情報が表示されます。このタブは、仮想化プラットフォーム環境で構成されたOracle Database Applianceターゲットにのみ表示され、ベア・メタル環境で構成されたOracle Database Applianceには表示されません。

「Virtual Machine」タブには、いくつかのセクションのグループがあります。「Virtual Machine」タブの左側にあるリンクのリストを使用して、各セクションを表示します。


仮想マシン

「Virtual Machine」カテゴリを選択すると、タブにサマリー、仮想マシンのリスト、仮想マシン・メトリックの詳細が表示されます。

「Virtual Machine」リストには、仮想マシン名、メモリー、CPU、リポジトリ、ノード番号、状態など、Oracle Database Applianceのユーザーによって作成されたすべての仮想マシンのサマリー情報が表示されます。仮想マシン名を選択すると、右側の「Details」セクションに詳細情報が表示されます。


リポジトリ

「Repository」を選択すると、タブにサマリー、リポジトリのリスト、リポジトリ・メトリックの詳細が表示されます。

「Repository」リストには、リポジトリ名、空き領域、ノード番号、状態など、Oracle Database Applianceのユーザーによって作成されたすべてのリポジトリのサマリー情報が表示されます。灰色の矢印を使用してリポジトリ名を展開すると、ノード番号と状態が表示されます。リポジトリ名を選択すると、右側の「Details」セクションに詳細情報が表示されます。


ネットワーク

「Network」を選択すると、タブにVLANのリストと関連するサマリー情報(名前、インタフェース、ノード番号、IDなど)が表示されます。

VLAN名を選択すると、右側の「Details」セクションに、VLANに接続されている仮想マシンのリストが表示されます。


Vdisk

「Vdisk」を選択すると、タブにリポジトリ名、サイズ、タイプなどユーザーによって作成されたvdiskのサマリー情報が表示されます。vdisk名を選択すると、右側の「Details」セクションに詳細情報が表示されます。


VMテンプレート

「VM Template」を選択すると、タブにテンプレート名、メモリー、CPU、リポジトリなど、Oracle Database Applianceのユーザーによって作成されたすべての仮想マシン・テンプレートのサマリー情報が表示されます。テンプレート名を選択すると、右側の「Details」セクションに詳細情報が表示されます。


CPUプール

「CPU Pool」を選択すると、タブにOracle Database Appliance内のノード1とノード2のすべてのCPUプールが表示されます。プール名を選択すると、右側の「Details」セクションにノード1とノード2のCPUに関する詳細が表示されます。





5.3.1.3 Oracle Database Applianceターゲットの「Storage」タブ

「Storage」タブには、すべての物理ディスクおよびASMディスクの情報が表示されます。左側には、円グラフとリストにディスク数とそのステータスが表示されます。ディスク名を選択すると、右側の「Details」セクションに個々のディスクの詳細情報が表示されます。





5.3.1.4 Oracle Database Applianceターゲットの「Version」タブ

「Version」タブには、Oracle Database Applianceターゲット上のコンポーネントのバージョンのリストが表示されます。





5.3.1.5 Oracle Database Applianceターゲットの「Topology」タブ

「Topology」タブには、個々のターゲットのトポロジが表示されます。個々のターゲットは、ホスト、データベース、仮想マシンなど複数のコンポーネントで構成される1つのOracle Database Applianceを定義します。




	
関連項目:

Oracle Database Applianceのトポロジの表示
















5.4 Oracle Database Applianceのトポロジの表示

Oracle Database Applianceプラグインには、Oracle Database Appliance内のコンポーネント間の関係を表示するためのトポロジ・ビューアが備えられています。選択詳細およびサマリー情報をズーム、パン、表示し、集計コンポーネントを評価できます。オブジェクト・タイプごとに固有のアイコンが使用され、すべてのアプリケーションに対して標準化されたビジュアル・インジケータが使用されます。

Oracle Database Applianceホームページまたはシステム・ページの「Topology」タブを選択すると、ターゲットのグループ別または個々のターゲット別にシステムのトポロジを表示できます。グループは、Oracle Database Applianceシステムの集まりです。個々のターゲットは、ホスト、データベース、仮想マシンなど複数のコンポーネントで構成される1つのOracle Database Applianceを定義します。

既存のOracle Database Applianceターゲットのトポロジを表示するには:

	
「Targets」メニューから「Oracle Database Appliance」を選択します。

使用可能なすべてのターゲットを示すOracle Database Appliancesページが表示されます。


	
Oracle Database Applianceページから、トポロジを表示するOracle Database Applianceターゲット(システムのグループまたは個々のシステム)を選択します。


	
「トポロジ」タブを選択します。

トポロジの要素をクリックすると、その要素に関連付けられているデータが表示されます。

Oracle Database Applianceシステムの各ツリー・ノードには、ホスト、データベース、仮想化の3つの子があります。システムのツリー・ノードをクリックすると、システム名、可用性、コンポーネントのリストとそのステータスなど、システムに関する情報を含むポップアップが開きます。















6 Oracle Database Applianceプラグインのトラブルシューティング

次の項で、Oracle Database Applianceプラグインのトラブルシューティングのヒントおよび技法を示します。

	
ホスト検出のトラブルシューティング


	
Oracle Database Applianceの検出のトラブルシューティング


	
検出後のメトリック収集エラー


	
Oracle Database Appliance ECM構成データのトラブルシューティング


	
OAKベースのメトリック収集のトラブルシューティング






6.1 ホスト検出のトラブルシューティング

ホスト検出での問題については、次の解決策を確認してください。

	
前提条件チェックのエラー


	
Root権限を有効にせずにホスト検出を実行






6.1.1 前提条件チェックのエラー

前提条件チェックのエラーの考えられる原因は、Agent Deployment Detailsページに表示されます(次の図を参照)。ページには、推奨される解決策が示されます。


図6-1 エージェント・デプロイ・エラーおよび解決策

[image: 図6-1の説明が続きます]






図6-2 エージェント・デプロイ・エラーおよび解決策

[image: 図6-2の説明が続きます]









6.1.2 Root権限を有効にせずにホスト検出を実行

root.shを手動実行に失敗した結果、メトリック収集エラーが発生しました。Agent Deployment Detailsページに、次が表示されます。


図6-3 エージェント・デプロイ・エラーおよび解決策

[image: 図6-3の説明が続きます]






図6-4 エージェント・デプロイ・エラーおよび解決策

[image: 図6-4の説明が続きます]





ホスト検出時に警告を無視した場合、エージェント・デプロイメントの完了後に、リモート・ホストにあるroot.shスクリプトを手動で実行する必要があります。








6.2 Oracle Database Applianceの検出のトラブルシューティング

多くの場合、エラー・メッセージそのものにエラーの原因が示されています。OMSおよびエージェントのログ(odadiscoveryを大/小文字区別なしで検索する)またはガイド付きの検出フロー自体でエラー・メッセージを探します。

次の解決策を確認します。

	
検出にはルート・ユーザーが必要


	
ファイル/opt/oracle/oak/onecmd/onecommand.paramsが必要






6.2.1 検出にはルート・ユーザーが必要

Oracle Database Applianceの検出は、ルート・ユーザーが行う必要があります。検出のトラブルシューティングの一部として、次の原因が考えられます。

	
他のユーザーが検出を実行する権限を与えられている


	
不正確なルート・パスワードが入力された









6.2.2 ファイル/opt/oracle/oak/onecmd/onecommand.paramsが必要

ガイド付き検出の前提条件として、ファイル/opt/oracle/oak/onecmd/onecommand.paramsが必要です。検出のトラブルシューティングの一部として、次の原因が考えられます。

	
onecommand.paramsファイルが欠落しているか、アクセス不能です


	
onecommand.paramsファイルの一部のフィールドが欠落しています。これは、ユーザーがすべての必須情報を手動で入力できるDiscovered Targetsページで修正できます。











6.3 検出後のメトリック収集エラー

検出後に見つかったメトリック収集に関する問題については、次の解決策を確認してください。

	
プラグインのバージョンが一致しない


	
プラグインのバージョンが2つのホスト・ノードで同じでない


	
モニタリング資格証明が不適切に設定されている






6.3.1 プラグインのバージョンが一致しない

エージェント側のプラグイン・バージョンがOMS側のプラグイン・バージョンと一致することを確認します。






6.3.2 プラグインのバージョンが2つのホスト・ノードで同じでない

プラグイン・バージョンが両方のホスト・ノードで同じであることを確認します。

OMSとエージェントでEnterprise Manager Oracle Database Applianceプラグインのバージョンを確認するには:

	
Enterprise Managerの「Setup」メニューを開き、「Extensibility」、「Plug-ins」の順に選択します。


	
Plug-insページで「Engineered Systems」フォルダを展開し、「Oracle Database Appliance」行を見つけます(下図を参照)。

[image: trouble_version.gifの説明が続きます]



「Latest Downloaded」列に、Enterprise Managerリポジトリにアップロードされたバージョンが表示されます。

「On Management Server」列に、管理サーバーにデプロイされたプラグイン・バージョンが表示されます。


	
「Management Agent with Plug-in」列の値がゼロ以外の場合、数値をクリックします。

プラグインのあるエージェントをリストするページが開き、「Plug-in Version on Management Agent」列にエージェントにデプロイされたプラグイン・バージョンが表示されます。









6.3.3 モニタリング資格証明が不適切に設定されている

モニタリング資格証明が正しく設定されていることを確認します。

	
Enterprise Managerにログインします。


	
「Setup」、「Security」、「Monitoring Credentials」の順にクリックします。


	
Monitoring Credentialsページで「Oracle Database Appliance Manager」ターゲット・タイプをクリックし、モニタリング資格証明を設定します。











6.4 Oracle Database Appliance ECM構成データのトラブルシューティング

このデータは、デフォルトでは24時間ごとに収集を実行するようにスケジュールされています。データの可用性および最終収集時刻を確認する手順:

	
Enterprise Manager Cloud Controlコンソールから、次のようにします。

	
「ターゲット」をクリックし、次に「すべてのターゲット」をクリックします。


	
リストからOracle Database Appliance Managerターゲットをクリックします。


	
「Configuration」をクリックして、「Last Collected」オプションを選択します。


	
「最新の構成」ページで、「アクション」→「リフレッシュ」をクリックします。





	
コマンドラインから次を実行します。


# emctl control agent runCollection
# target_name:target_type <collectionName>


	
SQL Plusを使用して、Enterprise Managerリポジトリ内にECMデータが収集されて存在していることを確認することもできます。









6.5 OAKベースのメトリック収集のトラブルシューティング

Oracle Database Applianceは、Oracle RACのようなマルチエージェント・ターゲットです。ある時点で、Oracle Database Applianceはマスター・エージェントである1つのエージェントによってのみ監視されます。OMSはどのノードのエージェントが実際にモニタリングを行うかを特定し、これがOMS仲介ターゲットと呼ばれます。Oracle Database Appliance Target Navigationページに表示されるデータは、マスター・エージェントを実行するノードからのOAKメトリック収集に基づきます。


6.5.1 Oracle Database Applianceマシンをモニタリングしているノード・エージェントの特定方法

どのノード・エージェントがOracle Database Applianceをモニタリングしているかを特定するには、Oracle Database Appliance Target NavigationページでOracle Database Applianceマシン名の横の情報アイコンをクリックします(下記を参照)。

ページにアクセスする方法は多数あります。この例では、Enterprise Managerの「Targets」メニューから開始します。

	
Enterprise Managerの「Target」メニューを開いて「All Targets」を選択します。


	
All Targetsページのナビゲーション・ツリーで、「Engineered Systems」カテゴリを探して展開します。


	
「Oracle Database Appliance System」を選択します。


	
TargetページのOracle Database Applianceマシン名の横にある情報アイコンをクリックして、エージェント名を表示します。

[image: trouble_agent.gifの説明が続きます]









6.5.2 OAKメトリックの表示

OAKメトリックを表示する手順:

	
「Appliance Manager」でOAKターゲットを右クリックして、「Monitoring」、「All Metrics」の順に選択します。

[image: trouble_metrics.gifの説明が続きます]



	
詳細を表示するメトリックを選択します。
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